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屋根の形をした溶岩台地。 

どの場所からも台形の美しい景観です。 

 

平家が選んだ自然の要塞「屋島」 
都を追われた平家は、放浪の末、屋島に拠点を置くこととしました。

安徳天皇と三種の神器を奉じた平家は、この地で再起を図ります。 

やがて都奪還のため、一ノ谷(兵庫県神戸市)に兵を進めますが、源義

経らに敗れ屋島へと撤退しました。 

勢いにのる源義経は平家追討のため屋島を目指します。 

ここに「屋島の戦い」とよばれる合戦が幕をあけるのです。 

現在もこの辺りには、安徳天皇社をはじめ、源平合戦ゆかりの地が点

在しています。 

源平合戦の名場面として後世に語り継がれる「扇の的」その舞台は屋島だった。 

￥1,280 

源
氏
の
「白
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
レ
ー
は 

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に 

ス
パ
イ
ス
を
き
か
せ
た
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
で
す
。 

平
氏
の
「赤
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ト
マ
ト
カ
レ
ー
は
、 

酸
味
と
辛
味
が
う
ま
く
絡
み
合
っ
た
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
で
す
。 

屋島が選ばれたそのワケとは？ 
●当時平家の支配下にあった!? 

讃岐国は平清盛の祖父、正盛が国司をしていたこともあり、古くから 

平家の支配下にありました。都を追われた平家は、清盛の家人、田口 

成良を頼り、屋島に拠点を築きました。田口成良は「屋島の戦い」で 

も平家として参加していました。 

●屋島は、瀬戸内海の制海権を握る上で地形上重要な軍事拠点であった!? 
平家物語には、屋島に城があったとの記述があり、古く日本書紀にも 

「屋嶋城(やしまのき)」がみられます。当時の屋島は完全な島であり、 

天然の要塞でした。また、東側は庵治半島との間に大きくいり込んだ 

入江が広がり、海から攻めてくるであろう源氏を待ち伏せするには絶 

好の前線基地だったのです。 
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源平合戦の名場面として後世に語り継がれる「扇の的」 

その舞台は屋島だった。 

屋根の形をした溶岩台地。美しいだけではなく独特の景観です。 

した溶岩 

屋島が選ばれたそのワケとは？ 
●当時平家の支配下にあった!!?? 

讃岐国は平清盛の祖父、正盛が国司をしていたこともあり、古くから 

平家の支配下にありました。都を追われた平家は、清盛の家人、田口 

成良を頼り、屋島に拠点を築きました。田口成良は「屋島の戦い」で 

も平家として参加していました。 

 

●屋島は、瀬戸内海の制海権を握る上で地形上重要な軍事拠点であった!!?? 
平家物語には、屋島に城があったとの記述があり、古く日本書紀にも 

「屋嶋城(やしまのき)」がみられます。当時の屋島は完全な島であり、 

天然の要塞でした。また、東側は庵治半島との間に大きくいり込んだ 

入江が広がり、海から攻めてくるであろう源氏を待ち伏せするには絶 

好の前線基地だったのです。 

 


